
　紛争、海賊、誘拐、飢饉のうらがわに、一人ひとりの暮らしがあ
ることを知ってください。現在ソマリア、そして周辺国の人々が直面
している状況は、「今世紀最悪の人道危機」といわれた飢饉が終結
したとはいえ、あまりにも脆
弱な環 境です。UNHCR の
活動に、皆様の温かいご支
援をお願い申し上げます。

※講演の内容は、後日配布
される DVD をご覧ください。

カルヤン・バネルジー

三 國 　 明

川 島 　 健
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本日のプログラム 次回のプログラム

第 2318 回例会
2 月 20 日（月）　点鐘 12：30
卓話：ウーマノミクス（女性経済）
　　　コマーム流ワークライフバランス戦略
　　　株式会社コマーム
　　　　　　　代表取締役　小松君恵様
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第 2319 回例会
2 月 27 日（月）　点鐘 12：30
卓話：プログラム委員会担当

国 際 ロ ー タ リ ー 会 長

第 ２ ７ ７ ０ 地 区 ガ バ ナ ー

第 12 グループガバナー補佐

第 28 号

●蕨RC		 東晶大飯店蕨店	 	 　　火 12:30
●川口西RC　	 大和証券川口支店 4階	 　　火 12:30
●戸田西RC　	 巣鴨信用金庫戸田支店	 　　木 12:30
●川口北RC　	 東京信用金庫蕨支店 2階　　　水 12:30
●川口北東RC	 川口市立グリーンセンターレストラン赤柴	　　火 12:30
●川口中央RC	 川口そごう 10階ダリアルーム	　　月 19:00
●川口むさし野RC	 川口市立グリーンセンターシャトー赤柴	　　水 12:30
●戸田イブニングRC	 戸田市文化会館 3階	 　　木 19:00

戸田ロータリークラブ　会 長　城戸重子
　戸田ロータリークラブの城戸です。どう
ぞよろしくお願いします。早速ですが、今
年度の戸田ロータリークラブのテーマは

「みんなで・めざそう  真のロータリアン」
とさせていただいております。ちょっと抽
象的な目標だったので、このテーマを具
体的な活動にどうつなげて行くか迷いまして、会員皆様から御意見
を聞かせていただき、①例会の充実　②委員会活動への積極的な
参加を柱に決めまして、全員参加を目指して活動をスタートいたしま
した。
　計画書に基づいた活動を予定通り行っておりますが、委員会毎に
主な行事を報告させていただきます。
○ロータリー情報委員会

11 月と 12 月、2 回に分けて炉辺会議を実施しました。きめこま
かい会員同志の意見交換ができました。

○出席委員会
前年度の皆勤表彰者 16 名の方に皆勤賞バッジの贈呈が行われ
ました。出席委員長だった八木橋幾太郎会員が 40 回皆勤の偉
業を達成されました。

○親睦活動委員会
１２月　浦和ロイヤルパインズホテルでクリスマス家族例会
　１月　戸田市文化会館で、蕨、戸田西、戸田イブニング、戸田 
　　　　ロータリークラブの 4 クラブ合同例会を担当クラブとして 
　　　　開催した。
　４月　バスでのお花見例会、妻沼の聖天様の参拝と深谷の 
　　　　渋沢栄一記念館の見学をする。
　６月　中華料理店　南国酒家で最終家族例会を予定。

○プログラム委員会
卓話者として一般企業より10 名、地区役員・米山奨学生 5 名、
会員 6 名。現在までの所、大変充実した内容で会員の反応も良く、
一体感の持てる時間になっている。

○健康管理委員会
医師の先生方が 4 名会員の中におられ、会員の健康維持のため
いつも適切な助言をいただき、卓話のご協力など、積極的に参
加されて大変ありがたく感謝しております。

クラブ活動報告

○ニコニコ委員会
女性の委員長さんを中心に、会員の皆さんも大変協力的で、目標
額達成に着 と々歩を進めております。

○職業奉仕委員会
職業奉仕月間の 10 月に、バスで 33 名の参加を得て、横須賀の
軍港めぐりを実施した。また、地区職業奉仕委員長の青木伸翁様
に卓話をいただく。

○社会奉仕委員会
１．菖蒲川の河川浄化活動
　　6 〜 9 月の暑い期間に 4 回、戸田中の生徒さんと一緒に EM
　　菌団子の投入を行いました。
２．5 月 16 日に予定されている献血は補助金の申請事業にも 
　　なっており、20 年以上も継続している戸田ロータリークラブ
　　にとって大事な事業です。ここ数年は毎年 550 名以上の方 
　　から献血していただいており、埼玉県でも有数な規模の献血
　　活動となっております。

○環境保全委員会
11 月、恒例の道満グリーンパークの花植えを、市内の保育園児
と共に行った。ペットボトルのキャップ収集も、地区の集計でも上
位の成果をあげている。

○新世代奉仕委員会
ローターアクトクラブ、ボーイスカウト、ガールスカウト、スポー
ツ少年団、戸田交響楽団への助成を行っている。
戸田中央病院を中心に活動しているローターアクトクラブとは、月
1 回例会にも出席していただき、活動報告もいただいております。
年 2 回の家族例会にも出席していただき、アトラクションに協力し
ていただく等、若い方の活力をいただいております。

○国際奉仕委員会
１．継続事業であり、補助金の申請事業でもあります、カンボジ 
　　アの学校に「井戸」を寄贈する事業を行っております。
２．12 月、台湾の板橋ロータリークラブを会員 11 名で親善訪問
　　しました。前年度にいただいた東日本大震災に対するお見舞
　　金のお礼と、次回の姉妹クラブ再締結の打ち合わせのための
　　訪問でした。熱烈歓迎を受けまして、姉妹クラブとして、友
　　情の絆を深めることができました。なお、いただきましたお
　　見舞金は、戸田ロータリークラブの資金と合わせて被災地へ
　　義援金として送金いたしました。
３．国際奉仕委員会の事業として、国際大会への参加と、韓国 
　　水原ロータリークラブへの訪問が予定されております。

○ロータリー財団委員会
地区から要請されている寄附金については、毎年 100％達成して
おります。

○米山記念奨学委員会
今年度はバングラディシュからの留学生、サーハ・アタヌさんの世
話クラブとなり、支援をさせていただきました。大変優秀な学生さ
んで、日本での就職も決まったということです。

　以上、ざっと活動報告とこれからの予定を申し上げました。残さ
れた 5 ヶ月間も気を引きしめて活動して行きたいと思っております。
そして年度の終わりに会員全員が「真のロータリアン」に進化でき
たことを実感したいと思っております。

基調講演

日本からソマリア危機をかんがえる
～困ったときはお互いさま～

元 UNHCR 協会職員　根本かおる氏

新春賀詞交歓会
チャリティーカラオケ

「憧れのスレンダー・ガール」

戸田ロータリークラブRC5
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第 2317 回例会報告
例 会 日：2012 年 2月 10 日（金）	 　　第 12 グループ  インターシティミーティング
会　　場：川口リリア　展示ホール

──────────── 第１部 ────────────
セレモニー

開会点鐘	 第 12G ガバナー補佐	 川島　健 / 川口西 RC

国歌斉唱	 君が代　	 　SL  小山賢司 / 川口西 RC

ロータリーソング	 奉仕の理想	 SL  小山賢司 / 川口西 RC

唱　　和	 ロータリーの綱領　	 伊藤幸正 / 川口西 RC

	 四つのテスト	 福田　昭 / 川口西 RC

物故会員へ黙祷	 全ロータリアン
開会の辞	 IM 実行委員長代理	 海老原邦延 / 川口西 RC

ホストクラブ P.G 挨拶	 パストガバナー　	 秋山　博 / 川口西 RC

来賓・クラブ紹介	 第 12G ガバナー補佐	 川島　健 / 川口西 RC

ガバナー補佐挨拶	 第 12G ガバナー補佐	 川島　健 / 川口西 RC

来賓代表挨拶	 第 2770 地区ガバナー	 三國　明 / 春日部西 RC

ガバナーエレクト挨拶	 第 2770 地区ガバナーエレクト	田中德尚 / 川口 RC　

支援金の贈呈	 ロータリー財団及び国連 UNHCR 協会
記念品贈呈	 第 12G 直前ガバナー補佐	 遊馬幸義 / 蕨 RC　　

次年度ガバナー補佐紹介	 第 12G 次年度ガバナー補佐	 溝上西二 / 戸田西 RC

閉会点鐘	 第 12G ガバナー補佐	 川島　健 / 川口西 RC

──────────── 第２部 ────────────
基調講演	 元 UNHCR 協会職員	 根本かおる様

──────────── 第３部 ────────────
クラブ活動報告	 第 12 グループ　	 ９クラブ会長
──────────── 第４部 ────────────

懇親会・新春賀詞交歓会
乾　　杯	 乾杯発声	 田端宣之 / 川口西 RC

IM 実行委員紹介	 第 12 グループ	 各クラブ IM 実行委員
アトラクション	 チャリティーカラオケ	 各クラブ代表
ロータリーソング	 手に手つないで	 SL  奥田　昇 / 川口西 RC

閉会の辞	 ホストクラブ会長ノミニー	片岡暎子 / 川口西 RC

己犠牲を克服する所に超我の奉仕があるのです。今回 IM の費
用として多額の金額を皆様から頂きました。料理その他経費を
極力圧縮して余剰金を捻出しました。そしてそのお金を財団や、
国連 UNHCR 協会へ寄附をし、アフリカの角支援とさせて頂き
ました。会場もご覧の通りパイプ椅子です。懇親会の費用も圧
縮しました。もしかして IM が終わって多少ひもじさが残るかも
しれませんが、しかし、この多少のひもじさがこの少女たちを助
けることに繋がっていくのです。皆様から頂いたこの愛情は 100
万ドルの価値があると思っています。この主旨をご理解頂きまし
て、限られた時間ではありますが、本日は存分に当 IM をお楽し
み頂ければ幸いでございます。

	 第 12 グループ　ガバナー補佐　川島　健
　本日は平日の午後というお忙しい中、
三國ガバナー、田中ガバナーエレクト、
秋山パストガバナーをはじめ多くの会員
の皆様にお集り頂き、この様に盛大に IM
を行えることを心より感謝申し上げます。
　今回の IM のテーマは「アフリカの角
支援・100 万ドルの IM」として「アフリカ難民救済」を目的に
しました。元国連難民高等弁務官事務所の職員としてジュネー
ブ本部やコソボ・ネパール等、現地支援もされ日本に帰国後、
UNHCR を支援する団体である国連 UNHCR 協会の事務局長も
された根本かおる様より詳しく現状のご説明を頂きます。
　ところで皆様は「アフリカの角」というと、どの辺かお分かり
でしょうか。地図でいいますと、アフリカ大陸の東側で、ソマリア、
エチオピア、ケニアの辺りです。ソマリアというと海賊で有名で
すが、今この地域が 60 年に一度という大干ばつで 1,000 万人
が被災し、その内 370 万人が飢餓に直面しています。特にひど
いソマリアでは来年蒔く種籾も食べつくして、隣国ケニアへ多く
の人々が国を捨てて、難民として避難しています。その難民キャ
ンプでさえ充分な水や食糧、医療が受けられないで、毎日人が
亡くなっています。本来ならソマリアの国の政府が自分の国の国
民を保護しなければならないのですが、現在のソマリアは内紛
が起きていて暫定政府の状態です。その為、政府の庇護が受け
られないばかりか、逆に政府から迫害を受ける国民も多いと聞
きます。自分たちの身を自分たちで護る為に、隣の国のケニア
やエチオピアへと難民となって逃げて来る訳です。ロータリーは
政治にも宗教にも関与しませんが、今回は大干ばつによる食糧

ガバナー補佐挨拶 不足という非常事態のため、RI でもロータリー財団が「アフリカ
の角救済基金」を立ち上げました。そして、この大飢饉に対し
世界中のロータリアンから人道的支援を求めています。昨年の
12 月に、日本事務局を通して財団本部にこのプログラムの現状
を問い合わせました。その時点で世界中から寄附金が 189,627
ドル集まっていて、まだ使われていないとの事でした。
　当 2770 地区の国際奉仕活動は東南アジア関係が多い様で
す。住環境をより良く改善する為に困っている人々を支援して、
キラキラ輝く瞳で感謝されるのは素晴らしい事であります。これ
らの支援も継続していく必要があると思います。また、一方では
今回のソマリアの様に住環境の改善以前に自分の命や家族の命
の安全を求めている人が居るという事態の緊迫性、また、370 万
人の飢餓救済という規模の大きさから RI は大規模で緊急のある
人道支援援助の必要性からファンドを立ち上げたものと思います。
　先ほど受付でお配りした IM のパンフレットの表紙に小さな女
の子の写真が載っています。家族と共にケニアの難民キャンプ
に逃げてきたソマリアの少女の写真です。この女の子は故郷の
ソマリアで何を見てきたのでしょうか。逃げる途中でどんな経
験をしたのでしょうか。そして今、何を思っているのでしょうか。
明日彼女は何を見ることが出来るのか、または出来ないのか。
今回の IM で私たち実行委員はロータリアンの皆様の心の中に
小さなキャンドルの炎を燈したいと思います。
　パンフレットの彼女の目をご覧ください。この大きな目を喜び
の目にするのも悲しみの目にするのも、皆様の心に燈った愛の
炎をどのようにするかにかかっているのでございます。
　最後になりますが、今回の IM の名前に 100 万ドルという言
葉を入れました。皆様ご案内のようにロータリーの奉仕は、余り
物を与える奉仕ではありません。自分でも必要なものを人と分か
ち合う奉仕です。その為ある種の自己犠牲が伴います。その自

ホストクラブ P.G 挨拶

ガバナー挨拶

	 ホストクラブ　パストガバナー　秋山　博
　皆様こんにちは。今年、私は 96 歳に
なりました。
　IM とはいつ頃、どの様にして始まった
のかを考えてみますと、今から 100 年前
の 1912 年に、1 番初めにできたのはシ
カゴ RC、2 番目はサンフランシスコ RC、
3 番目はオークランド RC です。サンフランシスコとオークランド
とは、サンフランシスコ湾を対して向かい側にあるわけです。特
にオークランドというクラブは第 3 番目のクラブになったことを非
常に光栄に考えていました。昔、ロータリーの創立当初は 2 週
間に 1 回の会合でした。それを毎週やろうと始めたのがオーク
ランド RC なのです。そして現在は、多くのクラブが毎週例会を
やることになりました。この 2 つのクラブが合同例会をやること
に決まり、そして初めて行いましたところ、2 つのクラブのお互
いの知り合いが深まり、そして親交を深め、素晴らしい会合だと、
当時の人は「Trans-bay Love Feast」「湾を越えての愛の宴」で
あると言って褒め称えました。それ以降、毎年ロータリーはこれ
を推奨し今日に至っているのであります。
　本日はテーマがございます。「アフリカの角」、皆さんご存知だ
と思いますが、アフリカ大陸の北の東のほうにあるのですが、ソ
マリア、エチオピア、ケニア 3 つの国が角のような格好をしてい
るので、「アフリカの角」地帯と言われています。貧しい国の集
まりですが、ソマリアが毎年のように危機に遭っております。特
に昨年度は、60 年間で最悪の干ばつがあり、幼い子供たちが
3 万人も餓死をしたという痛ましい報告がございました。そこで、
様々なところで救援を立ち上げているわけですが、ロータリー財
団におきましても昨年、この「アフリカの角」の救援にプロジェ
クトをつくりました。そしてそれに対する寄付を皆様にお願いし
たわけでございます。
　本日は、我々ロータリアンが出来る限り一緒になってやろうで
はないかと、財団の 1 つのプロジェクトでございますから、寄付
をすれば勿論クラブのロータリー財団への寄付率、地区の寄付
率などに関連してくるわけでありますので、皆様方の心からなる
ご協力をお願いしまして、この様な IM を企画したわけです。
　是非とも皆様今日 1 日、アフリカの知識を深めていただきた
いと思います。そして皆様からの切なるご援助を私からもお願い
致しましてご挨拶と致します。

	 第 2770 地区　ガバナー　三國　明
　皆様こんにちは。本日の IM 誠におめ
でとうございます。川島健ガバナー補佐
のリーダーシップ、関係者の皆さんによっ
て素晴らしい人をお招きして成果の上が
る IM になるのではないかと、このよう
に私は尊敬しております。
　今日は４部構成になっておりまして、非常に真面目な部分と
非常に楽しい部分がございます。
　今、お話がありました「アフリカの角」、非常に民族間の争い
があるのですが、イギリス、フランス、イタリアといった列国の
支配が長いこと続き、戦後沢山の国になり独立しましたが、そこ
まではちゃんと面倒見なかった列国、その結果このようになって
いるのではないかと、私の一方的な考えですが思っております。
　今回、川島健ガバナー補佐が「アフリカの角」を取り上げた
ということは、次年度の RI 会長の田中作次氏のテーマである「平
和」にピッタリ一致したテーマでございます。そして今日のご講
演も素晴らしい人にいらしていただいて、本当に感謝申し上げま
す。私達ロータリアンも、報道では聞いているけど中身はよくわ
からない、そういうことに鑑みてよく勉強させていただきたいと
思います。
　さて、この第 12 グループは、戸田 RC の 52 人の頭に９つの
クラブで構成されております。戸田 RC は 50 周年を迎えようとし
ていてとても古いクラブです。その反面、グループ内には 10 人
代のクラブが 3クラブあり、メンバーの少ないクラブに特に頑張っ
て一踏ん張り、この三國年度の後半を頑張っていただきたいと
思っております。
　しかし、このグループのクラブの規模は大中小ありますが、公
式訪問でお邪魔してお話ししたところによりますと、どのクラブも
みんな増強に力を入れ、そしてどのクラブもみんな地区、地域
に密着した奉仕活動に精を出していて、みんな生き生きしてい
るのが特徴でございます。それから東日本大震災復興支援の取
り組みにいち早く立ち上がりましたね。みんな早く立ち上がって
支援にまわり素晴らしいと思います。是非、この勢いを今後も続
けて、また繋げて、会員増強も頑張って、そしてクラブの活性化
に取り組んで次年度の田中德尚ガバナー年度に繋げていって欲
しい。これが私の願いであります。
　今日の IM が勉強になり、楽しくなり、ロータリアンがもっと
親交を深め成果を上げられるように心より期待して私の挨拶に代
えさせていただきます。ありがとうございました。おめでとうござ
います。

溝上次年度ガバナー補佐
挨拶

ロータリー財団並びに国連UNHCR 協会へ支援金の寄付
●ロータリー財団ポリオ撲滅２億ドルチャレンジへ 10 万円
●ロータリー財団アフリカの角救済基金へ 20 万円
●国連 UNHCR 協会ソマリア支援資金へ 10 万円

遊馬直前ガバナー補佐へ
記念品贈呈


